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GE ヘルスケア・ジャパン、安全な麻酔管理への取り組みを強化 

～手術時の酸素・揮発性麻酔薬濃度を自動調整し安全性を高めた全身麻酔器を発売～ 
 

医療課題の解決に取り組むヘルスケアカンパニー、GE ヘルスケア・ジャパン株式会社（本社：東京都日野

市、社長：川上潤）は、安全な麻酔管理に向けた取り組みを強化します。 

本日付で麻酔時の酸素・麻酔剤の濃度を自動調整し安全性を高める EtC（エンドタイダルコントロール）

機能を全身麻酔器「エイシス」に追加し、麻酔器市場向けに発売します。 
 

高齢化の加速で増える手術・麻酔件数と安全な麻酔への高まるニーズ 

厚生労働省の平成 20 年医療施設（静態・動態）調査によると、国内で全身麻酔下に行われる手術数は

現在、年間約 224 万件。超高齢社会を迎え、生理的予備能の少ない高齢者の手術件数が特に伸びていま

す。手術数に比例して麻酔の実施件数もシニア層を中心に増加傾向にあり、より安全な麻酔に対するニー

ズが一段と高まっています。 

年間の手術・麻酔件数が伸びる一方、国内の病院数は年平均 1.4%の割合で減少しており、その結果、

一施設当たりの手術・麻酔件数は増加の一途を辿っています。そのため、麻酔科医が勤務していない医療

施設もあり、より安全性の高い麻酔管理がこれまで以上に求められています。 
 

酸素・麻酔薬濃度の自動調整機能を搭載し、手術時の安全性を高めたエイシス EtC 

GE ヘルスケア・ジャパンは 2011 年度の国内高級器麻酔器市場で約 74%のトップシェア（金額ベース、矢

野経済研究所）を占めています。全身麻酔器の最上位機種「エイシス」は、国内で初めて
＊1、酸素や麻酔薬

の濃度を自動調整する EtC（End-Tidal Control）機能を搭載し、低酸素症や術中覚醒の低減など患者さん

の安全性向上や麻酔担当医の負担軽減に貢献すると期待されています。また EtC 機能の搭載で術中の麻

酔ガス濃度を的確に制御できることから、使用する麻酔薬の低減によるコスト削減や温室効果ガスの削減

が見込まれています（詳細は次ページを参照ください）。 
 

販売戦略 

当社は現在、「エイシス」「アバンス」「エスパイア」「エスティバ」の

4 ブランド体制で、フルデジタルの高性能機種からエントリーモデ

ルまで幅広く全身麻酔器ラインアップを揃え、各医療機関のニー

ズにきめ細かく応えています。 

今回発売するエイシス EtC をエイシスブランドの最上位機種と

位置づけ、現在同装置を保有している医療機関のほか、大学病

院や地域基幹病院などの大病院から、麻酔科のある一般病院ま

で幅広い医療機関を対象に販売します。また、同製品によって市

場に技術力をアピールし、普及機を含めた全ラインアップの拡販

を狙います。 
 

当社は新技術の導入により、より安全な麻酔管理体制の構築

を支援し、「人にやさしい、社会にやさしい」医療の実現に貢献す

ることを目指します。  
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エイシス EtC の開発背景と主要特長 
 
これまでの予測にもとづく酸素・麻酔薬濃度の調整法とその課題 

痛みや意識を取り除くだけでなく、術中の患者さんの全身管理を担う麻酔では、低酸素症や術中覚醒

を防ぐために、酸素や麻酔薬の濃度を麻酔時の状況にあわせて的確に調整する必要があります。 

濃度調整には麻酔深度を得る為に必要な酸素・麻酔薬濃度を予測し、その目標値を維持する方法が主

に用いられており、現在は患者さんの体内への取込量を予測し麻酔薬の投与量（濃度%）を決めています。

ただこの手法では、麻酔薬の投与量が過不足になり、不測の事態を引き起こす可能性があるほか、気化装

置内の麻酔薬が枯渇して患者さんが覚醒してしまうケースもあります。 
 

呼気をもとに酸素・麻酔薬濃度を制御し、低酸素症や術中覚醒の低減が見込まれるエイシス EtC 

エイシス EtC は、患者さんの実際の呼気に含まれる酸素・麻酔薬濃度を目標値として入力し、吸気側の

酸素・麻酔薬濃度を麻酔器で自動調整する EtC 機能を国内で初めて
＊1 搭載。吸気中の酸素・麻酔薬濃度

を制御できるため、的確な低流量麻酔を実施できるようになるほか、患者さんの状態が急変するような場

面でもリアルタイムに対応可能になるなど、麻酔深度の精度を高めます。 

より正確な麻酔深度を可能にすることにより、低酸素症や術中覚醒の低減など麻酔の安全性が一段と

高まると期待されています。また、酸素・麻酔剤濃度を的確に制御できることから、従来に比べて一回当た

りに使用する麻酔薬の削減を可能とし、環境負荷の低減に貢献すると期待されています。 
 

東京慈恵会医科大学 麻酔科学講座 准教授の木山秀哉先生は、「麻酔回路のリークが少ないエイシス

は、以前から低流量麻酔に適した麻酔器ですが、酸素供給量と患者さんの酸素消費量が近いため、回路

内酸素濃度が低下する場合があり、厳重な監視が必要でした。低流量麻酔では、揮発性麻酔薬の使用量

を少なく抑えられますが、気化器の濃度設定を変更するだけでは、迅速に麻酔薬濃度を上昇させることが

できません。新しい機能 EtC は、呼気中の酸素・揮発性麻酔薬濃度を直接制御するため、低酸素症の防

止につながり、麻酔薬濃度を迅速に調節できます」と、国内初となる
＊1 酸素・麻酔ガス濃度の自動調整機

能に対し高い期待を寄せています。 
 

＊1：独立行政法人 医薬品医療機器総合機構で公開されている承認情報（医療機器）において 
 
製 品 名： エイシス EtC 
薬 事 販 売 名 称： エイシス 
希 望 小 売 価 格： 1,120 万円（税込み）（構成により異なる） 
発 売 日： 2012 年 11 月 2 日（金） 
初 年 度 国 内 販 売 目 標： 200 台 
医 療 機 器 承 認 番 号： 21900BZX00741000 
 

GE ヘルスケア・ジャパン株式会社は、ゼネラル・エレクトリック（GE）のヘルスケア事業部門である GE ヘルスケアの

中核拠点の 1 つとして、先端的な医療技術ならびに医療・研究機関向けの各種サービスを提供しています。医

療用画像診断からライフサイエンス（生命科学）まで幅広い分野にわたる専門性を駆使しながら、GE の世界戦

略「ヘルシーマジネーション」で掲げる「医療コストの削減」「医療アクセスの拡大」「医療の質の向上」の実現に向

けて、国内外の医療・研究施設を中心に革新的な製品やサービスをお届けしています。主要取扱製品は、CT（コ

ンピューター断層撮影装置）、MRI（磁気共鳴断層撮影装置）、超音波診断装置、医療用画像ネットワーク、メディ

カル・ダイアグノスティクス（体内診断薬）、生体情報モニタ、液体クロマトグラフィー装置、細胞解析装置。2012 年

7 月 1 日現在の社員数は 2,140 名、国内の事業所数は 55 カ所。 
ホームページアドレスは www.gehealthcare.co.jp（ライフサイエンス統括本部：www.gelifesciences.co.jp）。 

お問い合わせ先 
GE ヘルスケア・ジャパン株式会社 コミュニケーション本部 

ブランチャード美津子 / 松井亜起 
Tel: 0120-202-021 Fax: 042-585-5360 

Mail: mitsuko.blanchard@ge.com / aki.matsui@ge.com 


